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A 12
カレー兼の加齢看久の同児t根暗'的変化に･ﾌいて

東かl､直大双政　潟刮づら侈　o 加藤加子

お系の水々:}大啄政　畑中い-3)　/iヽ林彰夫

食　物　７

　ほ的　カレー舞i3-> 2o～釦猿・看々粁-6. 配おI をもめで哺ゐ．娃いの看牛料肴気にﾌい

てがおま明らかにされているかヽ配合香年料ヒIて調理啓的見砲より刺戟を皇めたもの･Jな

いようI-恩う．　そこで本聊吼で､*、申販の配彦カレー紛乞凩いて調理の弧爾41- itい条伴

１ヽpomし、加脈看気の同支と屁時絢貧化tみてカレ一粉の哨峨t 明らかこし-IS ,

　方ま　零敗カレー粉匈に:;*; 即心-i加えて連癒蒸留抽出慌Si乙捲疵し、?^'Oi火i=- て･善気色

桐集し、カリヽnロ々μﾜ･うフィ( Gr o ) ゑび& （ﾝ直秘質量分析冊（CrC一M S)　t用いて

香気成分の同定t行, f-. 次にカし一条句、カし一粉卸a ^ -7 ーがリン帥i に加久託も

の･ カレ一廟sり乞マ- かリン抑$ ，＝加え､てioDw<n電島芦z･ /・otまZヽ炒め仁もの, 同城に

ｋて/仰'oまひ炒めt- も・べ収ぞ畝It 求& oJi色函んてn'c以iこそ/s-o 命咄連祗植留粕蜘色行

い、知命－り）海気乞捕振l X ; Cで･分教レ倉収-f ＼.み戌命の枇時的変化について叱軌し、

φレ- 翰乞幽いる調理の巷頗＼こついて楸払r~.

　赫粟　斧臥み2 雌のカレー粉の加覇看気i^ ＼%if’I?!- 成分I" そのうち． -フ£=5ンドレン、

りも矛ン、．レー^･Iﾚﾋ･矛ン. ? －シメン、I) ナ゛- /しヽカ') オフィレン、クミンr/レゲヒ

ド、ブ矛トー/レ- サフロー/ﾚ、シナ£.ツ7 'ｱ/け･t らオイ？ノー/しを同茫し. 酢酸ｵｲ

TVノ- /レ、£バザシソ乞羞む托．加彝看気の息収量i^、カレー蜘こマーガリンを加えy

か一戦少し‥/OO'O、/wc/t漸基Z'iiJめる程ざらに減タレ. その扱時的麦ｲしぷヽ炒めたもの

程.御隻でヽめゐ．いずれの鳴冶か長時印噂tが

I') λ今シンなVプa ーブ、サヽｿﾒﾌ≒メ- 入の^成分が残ソ々すい.

A 13 ネぞ蔦迪！Ii匹含政フミ; 霞閣進化合物の合成おヽよび糖と.の加塾香気に

っいて
日本女大家政　　o末村息子　番田伊平

　ｉ的　殯者らは食品香料新素材の開葛-tB的と､して. ?ヽぞ属に関連する天然および非天

然ヽの舎旅アミノ酸s - A lk（erv)y(-u-cysteine 乞合成しヽ等=E ’じりp-jlucose と加柊反応

かt てまじる好香気成分の検索乞行。n.。Aヽ回はそれぞれの舎庇フミノ酸を. .・-ql u.cose

とど･りμ李でー唇した場-^が、最も好ましい加熟香気%生し'るカヽを羨討した。また^-i公一

bti&yi-L-cysi:eine.とv-sli^CO$e. との等モ｡ル混合物の加拠香気ば.ゴマ葎･り香ばいヽ々I ＼が

するI とヵヽら、この揮高祖｡成分■L彦量に調製した。これ-g. シリカゲルカラム、クロ’マトグラ

フ4 - で粗分画し. ゴマ様の香気がi:.･のフラクションに釆出If れるかを於討し% ,

　‘方域　席臓に花’て. β″me十Kv l“L‘cyS+eine （MCS ) , β-゛･//y/“゛cy'>ぞ&＼れ6(/ACS), >S-

2V-bi*+丿- L- tys+ei｀e (/>;,-BCS)、S-iso-fcu.そ//-L-cys+ei ≪e (j?o-g乙s）おヽよf"S-（c)'s一1-pyv･

pe-rtyl)-L-tysteiVe ( PeCS）色合或した・これら含旅゛アミノ毅ヒD-flluc°se ゛の須ン令物( モ

ル比申で暮種涙洽

/タ%-聞加熟し息冷僥、開劃･しx官剱的（^匂いを比較した。々b に庫芦蒸留によって掃られ

牝禰驀艦成分は、<kCおヽよび&C－M$･ど分希と%。

　鉢粟　匂い・評価は. MCS ／GrCP-glK-c。se）（!".1，I:3 ）が漬物臭い/1CS/(t（I:o､勾が香ばし

いゴマ臭とニンニク臭, 匹-8tS / e･（にぷ､5～刀がグレープ・フルーツとよく炒めたターマ冷ぞ

臭, iso- BCS / Gr（t:Z.S～3.5）がゴー・集いヽンバーグ臭、PeCβ/(T( |:O､幻が炒め鳶タマ

^ぞ臭にlit 、ヽ甘、ヽ勿、ヽであ。た。ぷ揮島根成分の周良または推吏、血･BCSからのゴーマ様香

気成分りカラZ、クロ・トゲラ7 f 一なじにっいてa.現在検討中である。


